
隊　　　　　友 （6）

３
月
６
日
か
ら
15
日
の
10

日
間
、
厚
労
省
・
戦
没
者
遺

骨
収
集
現
地
調
査
に
隊
友
会

枠
の
１
人
と
し
て
、
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
の
試
掘
調

査
に
従
事
す
る
機
会
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
現
地

で
の
試
掘
は
２
日
間
の
み
の

計
画
の
と
こ
ろ
、
初
日
の
埋

葬
地
試
掘
で
の
御
遺
骨
の
発

掘
は
無
く
、
２
日
目
朝
は
強

烈
な
ス
コ
ー
ル
で
作
業
中
止

と
な
り
、
残
念
な
が
ら
御
遺

骨
発
掘
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
ブ
レ
ン
デ
ィ

村
で
聞
取
り
の
結
果
、
「
隣

接
マ
ウ
ル
村
で
数
年
前
に
水

道
配
管
掘
削
工
事
の
際
、
御

遺
骨
が
数
柱
あ
り
埋
め
戻
し

た
」
等
の
新
事
実
が
判
明
し
、

今
後
の
計
画
推
進
に
繋
が
る

と
思
い
ま
す
。

15
日
の
帰
国
便
は
、
左
窓

側
席
を
確
保
し
て
い
ま
し
た

か
ら
、
羽
田
着
陸
の
際
、
お

そ
ら
く
私
の
両
肩
に
居
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
英
霊
の
方
々
に
、

朝
方
の
陽
光
を
浴
び
る
富
士

山
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
勤
務
先
の
株
式
会

社
エ
ヌ
・
ワ
イ
・
ケ
イ
（
日

本
容
器
工
）
東
京
事
務
所
で

身
支
度
を
整
え
、
靖
国
神
社

で
の
本
殿
参
拝
に
赴
き
ま
し

た
。
英
霊
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
そ
の
ま
ま
靖
国
神
社
に

留
ま
ら
れ
る
か
、
故
郷
へ
お

還
り
に
な
る
か
は
各
々
に
委

ね
ま
し
た
（
私
の
気
持
ち
の

上
で
）
。

ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
を
離

陸
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
、

乗
り
継
ぎ
を
経
て
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
か
ら
羽
田
へ
、
24
時

間
後
に
は
靖
国
神
社
で
正
殿

参
拝
し
て
い
る
自
分
が
居
ま

し
た
。
そ
の
一
方
で
、
「
ジ
ャ

ワ
は
天
国
、
ビ
ル
マ
は
地
獄
、

死
ん
で
も
帰
ら
れ
ぬ

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
」
と

謂
わ
れ
た
こ
の
戦
域

に
派
遣
さ
れ
、
補
給

も
途
絶
え
、
飢
え
や

病
の
う
ち
に
た
お
れ

た
７
万
６
千
余
柱
は
、

今
も
野
ざ
ら
し
の
ま

ま
で
す
。
現
地
で
眼

の
当
た
り
に
し
た
野

ざ
ら
し
の
ま
ま
死
ん

で
も
帰
れ
な
い
英
霊

の
現
実
と
靖
国
の
英
霊
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
、
改
め
て
胸
を

え
ぐ
ら
れ
る
よ
う
な
、
た
ま

ら
な
く
切
な
い
ふ
た
つ
の
想

い
を
深
め
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
ひ
と
柱
も
お

連
れ
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
今
回
滞
在
・

訪
問
し
た
ブ
レ
ン
デ
ィ
村
の

人
々
や
子
ど
も
た
ち
の
純
粋

な
健
気
さ
、
熱
帯
雨
林
の
自

給
自
足
の
質
素
な
暮
ら
し
の

中
に
あ
っ
て
も
心
情
豊
か
に

逞
し
く
明
る
く
生
き
て
い
る

様
子
に
で
す
。

海
自
・
施
設
幹
部
と
し
て

体
験
し
た
①
ジ
ブ
チ
（
海
賊

対
処
行
動
活
動
拠
点
）
、
②

八
戸
航
空
基
地
勤
務
時
の
東

日
本
大
震
災
が
、
人
生
上
の

２
大
・
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転

回
（
注
）
の
体
験
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

回
の
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

で
の
体
験
は
、
あ
る
程
度
予

想
・
覚
悟
は
し
て
い
ま
し
た

が
、
更
に
そ
れ
を
遥
か
に
超

え
た
③
第
３
の
コ
ペ
ル
ニ
ク

ス
的
転
回
と
な
り
ま
し
た
。

第
１
と
第
２
の
往
復
ビ
ン
タ

に
加
え
た
３
発
目
（
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
体
験
）
の

『
精
神
的
３
連
打
ビ
ン
タ
』

を
食
ら
い
続
け
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
『
人
に
と
っ
て
の
幸
せ

と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
か
？
何
も
の
な

の
か
？
？
』
と
い
う
、
素
朴

で
は
あ
る
け
れ
ど
、
終
わ
り

の
な
い
英
霊
か
ら
の
問
い
か

け
で
す
。

編
集
注

物
事
の
見
方
が
１

８
０
度
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と

令和５年３月 13 日から、マスク着用が屋内・
屋外に関わらず個人の判断に委ねられました。
「ずっと着けっぱなし」「ずっと外しっぱなし」
ではなく、場面や状況に応じて感染リスクを判
断し「必要なときに着用すること」が重要です。
今回のお話が「マスクを着けるか、外すか」悩
んでいる方の判断の助けになればと思います。

●５類になっても、新型コロナウイルスが弱く
なったわけではない
新型コロナの感染症法上の位置づけが令和５

年５月８日に「５類」に移行します。ここで間
違わないでいただきたいのは「新型コロナウイ
ルスが弱体化したとか、なくなったわけではな
い」ということです。また、新型コロナは同じ
５類のインフルエンザと比べると感染力が強く、
若い人でも肺炎など重症化する可能性があるこ
とから、新型コロナの特徴にあった感染対策が必要で
す。５類になったからといって、すぐに以前の生活に
戻るのは難しそうです。

●マスクの着用は、新型コロナウイルスへの有効な感
染対策
新型コロナは、発熱や咳などの症状がある感染者だ

けではなく、症状がない感染者からも感染が広がりま
す。症状のある人だけでなく、すべての人がマスクを
着用する感染対策を「ユニバーサルマスキング」とい

います。マスクは「感染者が着用して周りに感染を広
げない」意味合いが強い対策です。特に換気の悪い屋
内や人が多数集まる場所では、ウイルスをたくさん含
んだ唾液が飛沫として飛び、ウイルスが飛散するのを
防ぎます。しかし、それだけでなく正しいマスクの着
用は、感染者からの「感染を防ぐ」効果もあります。
（そうでなければ、医師や看護師が医療現場でマスク
をしているはずがないですよね）

●マスクをいつ着ける？ いつ外す？
次のような状況であれば、マスクを外しても比較的

安全だと考えていいでしょう。 

また、次の場面ではマスクの着用をおすすめします。

「あなたを守る、わたしを守る」気持ちで
これから世の中は感染対策がどんどん緩和の方向

へ向かっていくと思います。その時に周囲の雰囲気
に流されず、新型コロナとマスクについて正しい知
識をもったうえで、自分が必要だと思う時にマスク
を着用してください。周囲の大切な人達のことを思
い出し「あなたを守る、わたしを守る」気持ちで考
えれば、あなたの正解がわかるはずです。

引用・参考：マスク着用が効果的な場面（厚生労働省資料）
引用：いらすとや

新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症ととママススクク

自自衛衛隊隊中中央央病病院院看看護護部部 感感染染管管理理認認定定看看護護師師 葛葛巻巻和和枝枝

『『
パパ
ププ
アア
ニニ
ュュ
ーー
ギギ
ニニ
アア
かか
らら
のの
便便
りり
』』

東東
部部
ニニ
ュュ
ーー
ギギ
ニニ
アア
戦戦
没没
者者

遺遺
骨骨
収収
集集
現現
地地
調調
査査
にに
参参
加加
しし
てて

神神
奈奈
川川
県県
会会
員員

荻荻
原原
洋洋
聡聡令和４年度

第４次

学
生
の
頃
、
職
場
見
学
で

陸
自
の
駐
屯
地
に
行
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
自
衛
隊
に

興
味
と
憧
れ
を
持
ち
ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
は
民
間
企
業
に

就
職
し
た
も
の
の
、
自
衛
隊

へ
の
憧
れ
は
変
わ
ら
ず
、
予

備
自
衛
官
補
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
訓
練
に
参
加
し
た
際
、

「
こ
れ
を
本
業
に
し
た
い
」

と
強
く
思
い
、
自
衛
隊
に
志

願
し
ま
し
た
。

前
期
教
育
を
終
え
、
配
属

さ
れ
た
遠
軽
は
寒
さ

が
厳
し
く
驚
き
ま
し

た
。
マ
イ
ナ
ス
24
℃

の
気
温
や
吹
雪
な
ど
、

積
雪
寒
冷
地
で
の
訓

練
の
大
変
さ
を
身
に

染
み
て
知
り
、
滅
多

に
雪
が
降
る
こ
と
が

な
く
温
か
い
地
元
が

恋
し
く
な
る
と
と
も

に
、
家
族
の
大
切
さ

や
感
謝
の
気
持
ち
が
良
く
わ

か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

後
期
教
育
で
の
訓
練
や
課

目
は
す
べ
て
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。
１
２
０
㍉
迫
撃

砲
の
砲
手
訓
練
で
、
練
成
を

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
操
法
の
タ

イ
ム
が
縮
み
、
自
分
な
り
の

コ
ツ
を
つ
か
み
成
長
が
感
じ

ら
れ
、
自
信
と
や
り
が
い
と

な
り
、
修
了
前
の
検
定
で
は

特
級
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

将
来
、
周
り
か
ら
信
頼
さ

れ
る
陸
曹
に
な
り
た
い
の
で
、

部
隊
を
知
り
、
好
き
に
な
り
、

知
識
や
技
術
を
身
に
着
け
て

部
隊
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
人

材
に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
中
隊
配
属
後
も
全

力
で
、
初
心
を
忘
れ
ず
何
事

も
前
向
き
に
頑
張
り
ま
す
。

何何
事事
もも
前前
向向
きき
にに

（（
新新
隊隊
員員
後後
期期
修修
了了
所所
感感
））
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２２
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黒黒
宮宮
千千
夏夏
子子
（（
くく
ろろ
みみ
やや
ちち
かか
ここ
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（（
遠遠
軽軽
駐駐
屯屯
地地
広広
報報
班班
をを
通通
じじ
てて
投投
稿稿
））

一
コ
マ
漫
画

第第６６２２回回
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私
は
、
令
和
５
年
３
月
、

文
部
科
学
省
国
立
教
育
政
策

研
究
所
社
会
教
育
実
践
研
究

セ
ン
タ
ー
の
社
会
教
育
主
事

講
習
を
修
了
し
、
社
会
教
育

士
と
な
っ
た
。
社
会
教
育
士

と
は
文
部
科
学
省
の
省
令
改

正
に
よ
っ
て
令
和
２
年
度
に

始
ま
っ
た
「
学
び
を
通
じ
て
、

人
づ
く
り
、
つ
な
が
り
づ
く

り
、
地
域
づ
く
り
に
中
核
的

な
役
割
を
は
た
す
専
門
人
材

の
称
号
」
で
あ
る
。

社
会
教
育
と
は
「
学
校
教

育
以
外
で
社
会
生
活
に
必
要

な
事
柄
に
つ
い
て
組
織
的
に

施
す
教
育
活
動
」
を
指
す
が
、

ま
さ
に
現
代
は
人
生
１
０
０

年
時
代
。
終
身
雇
用
の
見
直

し
も
進
み
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
の

導
入
等
が
謡
わ
れ
る
中
で
、

社
会
人
の
学
習
ニ
ー
ズ
も
上

昇
し
、
生
涯
学
習
時
代
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
傾
向

は
昨
年
10
月
、
岸
田
総
理
が

所
信
表
明
演
説
の
中
で
「
リ

ス
キ
リ
ン
グ
」
（
学
び
直
し
）

の
支
援
に
５
年
間
で
１
兆
円

の
支
援
が
掲
げ
ら
れ
た
こ
と

に
も
表
れ
て
い
る
。

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の

テ
ー
マ
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ

り
、
中
に
は
語
学
や
仕
事
に

必
要
な
資
格
の
修
得
や
私
が

本
紙
上
で
昨
年
か
ら
前
月
号

ま
で
連
載
を
担
当
し
た
「
隊

友
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座
」

な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ス

マ
ホ
の
使
い
方
、
俳
句
や
短

歌
、
川
柳
な
ど
文
芸
な
ど
も

テ
ー
マ
に
含
ま
れ
得
る
。
行

政
の
社
会
教
育
支
援
も
手
厚

く
、
市
町
村
に
社
会
教
育
関

係
団
体
と
し
て
登
録
し
た
場

合
、
市
町
村
に
よ
り
地
域
差

も
あ
る
が
、
役
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
団
体
紹
介
の
掲

載
を
は
じ
め
公
民
館
等
の
会

議
室
や
公
立
体
育
館
等
の
社

会
教
育
関
係
施
設
を
借
り
た

場
合
の
使
用
料
が
減
免
に
な

る
な
ど
の
特
典
が
付
与
さ
れ

る
こ
と
も
多
い
。
筆
者
が
支

部
長
を
務
め
る
東
京
都
荒
川

支
部
も
平
成
29
年
よ
り
東
京

都
荒
川
区
の
社
会
教
育
関
係

団
体
「
荒
川
隊
友
会
」
と
し

て
登
録
し
て
い
る
。

隊
友
会
の
目
的
に
は
「
防

衛
意
識
の
普
及
高
揚
」
が
含

ま
れ
て
お
り
、
「
中
央
防
衛

セ
ミ
ナ
ー
」
、
各
県
隊
友
会

計
画
の
「
防
衛
講
演
会
」
、

「
防
災
教
育
」
が
行
わ
れ
る

場
面
が
多
々
あ
る
が
、
こ
れ

も
立
派
な
社
会
教
育
の
一
環

と
い
え
る
。
し
か
し
、
社
会

教
育
が
帯
び
る
役
割
は
た
ん

に
学
習
機
会
の
提
供
に
留
ま

る
も
の
で
は
な
く
、
冒
頭
の

と
お
り
、
学
び
を
通
じ
て
人

づ
く
り
、
つ
な
が
り
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
こ

と
で
あ
っ
て
、

“
国
民
と
自
衛
隊

の
か
け
は
し
”
を

掲
げ
る
隊
友
会
の

担
い
得
る
役
割
で

あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
本
会
の

中
核
で
あ
る
退
職

自
衛
官
・
予
備
自

衛
官
等
も
学
び
の

当
事
者
で
あ
る
。

令
和
２
年
よ
り
自

衛
官
の
定
年
延
長
が
進
ん
だ

と
は
い
え
、
任
期
制
隊
員
を

擁
し
、
民
間
企
業
よ
り
も
定

年
が
早
い
自
衛
隊
・
隊
友
会

に
と
っ
て
も
社
会
教
育
・
生

涯
学
習
は
重
要
課
題
で
あ
り
、

私
自
身
も
個
人
ま
た
自
己
の

支
部
を
通
じ
て
社
会
教
育
に

よ
る
支
援
に
注
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

隊隊
友友
会会
のの
社社
会会
教教
育育
士士
とと
しし
てて

東東
京京
都都
会会
員員

杉杉
本本
洋洋
平平

文部科学省社会教育士ＨＰ
トップ画像

重迫撃砲を操作する黒宮２士

文部科学省社会教育士ＨＰ
社会教育士ってなに？

埋葬地での試掘開始に際し、全員での
拝礼後、お供え物を前にして

手伝ってくれたブレンディ村の子どもたち

１ 病院に行

く時

２ 高齢者施設

に行く時

３ 混雑した乗

り物

４ 症状がある ５ 重症化リス

クの高い人が

混雑した場所

へ行く時
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「
歌
壇
」・「
俳
壇
」・「
川
柳
」の
投
稿
要
領

�　
　

�

◎
和
歌
、
俳
句
、
川
柳
は
、
別
々
の
は
が
き
に
、
３
首
、
３
句
以
内�

◎
作
品
と
同
一
面
に
都
・
道
・
府
・
県
名
と
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記�

◎
応
募
先
は
、
一
面
の
額
表
「
隊
友
」
右
の
発
行
所
ま
で�

◎
会
員
及
び
そ
の
家
族
と
個
人
購
読
の
方
が
投
稿
可�

◎
応
募
作
品
は
本
人
が
創
作
し
た
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

ダ
ム
底
に
八や

ッん

場ば

の
歴
史
山
笑
ふ	

群
馬
県	

一
倉
　
時
次

着
手
か
ら
半
世
紀
、
紆
余
曲
折
を
経
て
完
成
し
た
こ
の
ダ
ム
。
今
は
満
々
と
水
を
湛
え
て

い
る
。
底
に
沈
ん
だ
村
の
稀
有
な
歴
史
を
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
、ま
た
春
は
巡
っ
て
き
た
。

戦
火
な
き
国
は
幸
せ
シ
ク
ラ
メ
ン	

北
海
道	

竹
内
　
釼
一

ロ
シ
ア
の
侵
攻
か
ら
一
年
余
、戦
火
に
喘
ぐ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
の
苦
難
は
図
り
知
れ
な
い
。

こ
れ
を
対
岸
の
火
事
と
せ
ず
、わ
が
国
の
防
衛
を
真
剣
に
考
え
る
縁

よ
す
がと
な
れ
ば
い
い
が
。

コ
ッ
プ
酒
手
に
車
座
の
花
筵	

東
京
都	

松
井
な
つ
め

コ
ロ
ナ
が
一
定
の
終
息
を
見
、マ
ス
ク
の
着
用
や
宴
席
の
基
準
も
緩
和
さ
れ
、三
年
振
り
に

掲
句
の
光
景
が
各
地
に
。
日
本
の
春
は
桜
で
闌
に
。
ま
た
元
の
生
活
が
戻
れ
ば
嬉
し
い
。

下
萌
え
や
回
峰
行
の
道
険
し	

大
阪
府	

宮
田
　
　
孝

脳
ト
レ
の
詰
碁
の
盤
に
さ
く
ら
散
る	

三
重
県	

麓
　
　
志
朗

遅
刻
の
子
駆
け
ゆ
く
畦
の
蕗
の
薹	

東
京
都	

小
松
　
武
治

鞦し
ゅ
う
せ
ん韆
を
漕
ぎ
大
空
へ
翔
び
た
た
ん	

岡
山
県	

橋
本
　
幹
夫

縁
側
の
こ
と
に
明
る
き
黄
水
仙	

北
海
道	

一
戸
　
明
裕

桜
鯛
市い

ち

の
目
利
き
の
糶
落
と
す	

愛
媛
県	

疇
谷
　
　
力

幾
千
里
海
原
を
越
え
燕
来
る	

鹿
児
島
県	

横
手
　
　
修

朝
採
り
の
春
野
菜
並な

む
道
の
駅	

群
馬
県	

平
井
　
尚
平

春
光
に
し
ぶ
き
煌
め
く
イ
ル
カ
シ
ョ
ー	

神
奈
川
県	

棚
橋
　
弘
子

県
境
に
名
前
の
変
は
る
雪
解
川	

静
岡
県	

宮
本
　
立
男

蕗
の
薹
群
れ
ゐ
て
眩
し
峠
道	

北
海
道	

大
塚
　
豊
久

う
ぐ
ひ
す
の
舌
つ
た
ら
ず
の
鳴
き
っ
ぷ
り	

青
森
県	

一
戸
　
　
勇

小
石
投
げ
蝌
蚪
逃
げ
惑
ひ
池
濁
る	

佐
賀
県	

竹
下
　
浩
二

彼
岸
会
や
父
の
形
見
の
腕
時
計	

新
潟
県	

大
野
　
明
夫

亡
き
妻
の
残
り
香
仄
と
春
帽
子	

岡
山
県	

風
早
　
貞
夫

半
ド
ン
の
わ
く
わ
く
感
を
知
ら
ぬ
今	

北
海
道	

入
倉
　
　
彰

ベ
ル
ト
穴
貫
禄
つ
い
て
穴
増
や
す	

北
海
道	

永
野
　
光
春

新
年
度
迎
え
て
薬
二
つ
増
え	

青
森
県	

三
又
　
芳
雄

ノ
ー
ベ
ル
の
嘆
き
も
多
い
平
和
賞	

茨
城
県	

後
藤
　
　
昇

湯
た
ん
ぽ
を
使
い
抑
え
た
電
気
代	

群
馬
県	

一
倉
　
時
次

年
金
の
身
の
丈
で
呑
む
立
ち
酒
場	

東
京
都	

小
松
　
武
治

孫
育
ち
鬼
の
面
に
も
出
番
な
し	

新
潟
県	

和
泉
　
正
二

爺
の
顔
孫
描
く
絵
に
は
皺
が
な
く	

長
野
県	

伊
藤
　
　
淳

二
杯
目
は
少
し
多
め
の
水
で
割
る	

三
重
県	

大
星
　
義
敬

筍
を
茹
で
て
独
り
を
も
て
あ
ま
す	

岡
山
県	

風
早
　
貞
夫

老
夫
婦
耳
が
遠
く
て
怒
鳴
り
合
う	

鹿
児
島
県	

横
手
　
　
修

［
選
者
作
品
］　

壇
上
に
夢
を
叫
び
て
卒
業
す

［
選
者
作
品
］

晩お
そ

春は
る

の
風
に
揺
れ
合
ふ
藤
房
の
水み

な
も面
映
え
た
り　
一
瞬
濃
ゆ
し

歩
け
な
い
ゆ
え
に
木
の
芽
を
水
に
漬
け
日
ご
と
夜
ご
と
に
春
見
て
待
ち
て 

	

宮
城
県	

加
川
　
師
亨

（
評
）作
者
は
長
い
闘
病
生
活
に
あ
っ
て
、
自
己
を
失
わ
ず
趣
味
に
専
念
し
、
絵
手
紙

を
描
き
続
け
ら
れ
て
い
る
。
春
を
待
つ
心
の
達
観
が
生
ま
れ
た
歌
だ

長
か
っ
た
コ
ロ
ナ
自
閉
に
マ
ス
ク
解
き
飛
鳥
の
風
を
し
っ
か
り
吸
い
込
む 

	

大
阪
府	

宮
田
　
　
孝

（
評
）誰
も
が
同
感
す
る
歌
で
あ
ろ
う
。
作
者
は
そ
の
解
放
さ
れ
た
感
情
を
、
古
代
大

和
の
散
策
に
託
し
た
。
飛
鳥
風
は『
万
葉
集
』に
も
歌
わ
れ
て
い
る
。

腹
這
い
て
銃
把
を
握
る
手
の
甲
に
名
も
知
ら
ぬ
虫
は
い
の
ぼ
り
来
る 

	

北
海
道	

大
塚
　
豊
久

（
評
）厳
し
い
訓
練
の
あ
い
だ
に
、
一
瞬
に
起
こ
っ
た
詩
情
で
あ
る
。
詩
歌
を
愛
す
る

も
の
の
ふ
の
目
に
、小
さ
な
生
命
が
は
っ
と
映
っ
た
。
見
事
な
即
詠
だ
。

半
鐘
も
ポ
ス
ト
も
谷
戸
に
し
る
く
立
つ
住
人
五
人
の
村
と
な
り
て
も 

	

東
京
都	

小
松
　
武
治

老
妻
の
無
心
に
針
を
運
ぶ
背
に
過
ぎ
し
月
日
の
さ
ま
ざ
ま
浮
か
ぶ 

	

三
重
県	

麓
　
　
志
朗

小
春
日
の
河
口
に
降
り
て
鴨
の
群
れ
桜
を
見
つ
つ
編
隊
泳
ぎ 

	

千
葉
県	

深
山
　
幸
吉

弟
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
公
園
は
跡
形
も
な
し
帰
ら
ぬ
あ
の
日 

	

青
森
県	

一
戸
　
　
勇

頬
伝
う
泪
な
ん
か
は
も
う
出
な
い
独
り
ひ
っ
そ
り
春
の
風
吸
う 

	

岡
山
県	

風
早
　
貞
夫

山
笑
う
白
木
蓮
の
ひ
と
つ
木
の
他
を
置
き
去
り
て
目
立
ち
お
り
た
り 

	

鹿
児
島
県	

西
　
　
定
義

人
は
み
な
小
さ
な
明
か
り
求
め
て
る
蛍
籠
だ
よ
人
生
の
旅 

	

福
岡
県	

髙
宗
　
幹
治

四
十
過
ぎ
て
父
は
召
集
日
々
辛
く
あ
る
日
ひ
よ
っ
こ
り
痩
せ
て
帰
り
ぬ 

	

長
崎
県	

馬
場
　
敏
光

隊
友
俳
壇

吉
川 

道
男

隊
友
川
柳

野
水 

一
孝

隊
友
歌
壇

長
岡 

千
尋 

選


